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(No.449) 第15話 がんの治療費 

－タバコ代に加えてガンの治療費も自分持ち... 

 タバコが原因で発症する病気はたくさんあります。がん、心筋梗塞、脳

梗塞、COPD（慢性閉塞性肺疾患）などがその代表ですが、どんな病気でも

病気だとわかれば、病院で治療をうけることになります。すると、当然の

ことながら治療費が必要ですよね。大した病気でなければ数回の治療です

むので治療費も少ないでしょうが、入院や手術が必要になってくるとそれ

なりに高額となってきます。  

 例えば、がんの治療には下表にあるような費用がかかります。この表は

厚生労働省の医療給付金実態調査の統計をもとに推計した、２０１２年の

治療１件あたりに支払われた平均の費用だそうです。  

 (No.450) 第16話 ニコチン切れのストレス 

－ニコチン切れのストレスを感じるのは喫煙者だけ... 

 何かのはずみでタバコを吸い始めてしまうと、気付かない間に“ニコチ

ン依存症”にかかってしまいます。特に未成年者ほどニコチン依存症に陥

りやすいと言われています。ちょっとした興味から数本のタバコを吸って

しまったがために、一生タバコを吸い続ける事になった人はめずらしくあ

りません。  

 ニコチン依存症の人は、周期的にタバコを吸いたくなります。これは体

内のニコチンが切れてくると落ちつかなくなり、タバコを吸ってニコチン

を補給しなければならないからです。  

 つまり、ニコチンが切れるとイライラしてストレスがたまり、タバコを

吸うと落ち着くというサイクルを繰り返しているのです。多くの喫煙者は

この現象を「タバコはストレスを解消してくれる」と感じていますが、こ

れは「タバコを吸わないとリラックスできない」と思っているようにも見

えます。  

(No.451) 第17話 タバコを吸うための時間 

－忙しい時代にタバコを吸うための時間を確保すること... 

 ニコチン依存症にかかってしまうと、周期的にタバコを吸ってニコチン

を補給しなければならなくなります。来る日も来る日も、少々体調が悪く

ても、少々忙しくても、朝から晩まで何本かを吸い込まなければ生活でき

ません。そのためには相当なタバコ代が必要で、そしてそのせいでガンな

どの病気になるとその治療費まで自分持ちだと言うことはすでに紹介しま

したね。  

 じつは、さらにもうひとつ知っておかなければいけない事があります。

それは「タバコを吸うための時間」です。  

 ニコチン依存症の人は当然仕事中にもタバコが吸いたくなります。自分

一人だけの職場では好きな時にその場で喫煙しても問題ないでしょう。で

も通常は複数人と同じ職場なので、関係のない人の受動喫煙を防ぐため職

場を離れ喫煙場所に移動して喫煙しなければならないのが普通です。例え

ば、上図のように毎日勤務時間中に５０分も．．．  
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